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広
報
「
み
な
み
ふ
ら
の
」

歩
み
続
け
て
６
０
０
号

第
1
号
は
、「
村
報
南
富
良

野
」
と
し
て
昭
和　

年　

月
に

30

12

発
行
さ
れ
、
Ｂ
5
サ
イ
ズ
で
新

聞
形
式
の
全
4
ペ
ー
ジ
。
当
時

の
村
上
壽
造
村
長
の
発
刊
の
こ

と
ば
の
ほ
か
、
金
山
ダ
ム
の
建

設
計
画
に
対
し
て
、
村
の
存
立

が
不
可
能
と
し
て
ダ
ム
建
設
の

反
対
を
公
式
に
表
明
し
た
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
初
め
て
公
営

住
宅
が
幾
寅
と
東
鹿
越
に
完
成

し
、
住
宅
の
構
造
や
概
要
が
紹

介
さ
れ
、「
近
代
的
な
明
る
い

住
宅
と
し
て
住
む
人
に
充
分
う

る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。」と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。第

1
0
0
号
は
昭
和　

年
9

38

月
に
第　

号
と
の
合
併
号
と
し

99

て
発
行
さ
れ
、
村
議
会
の
審
議

内
容
や
、
幾
寅
市
街
地
の
舗
装

工
事
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
当
時
の
予
算
総
額

は
、
2
億
6
3
8
万
9
千
円
で

あ
り
ま
し
た
。

南富良野初の広報紙「村報南富良野」は昭和３０年１２月に発行されました南富良野初の広報紙「村報南富良野」は昭和３０年１２月に発行されました。。
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広
報
「
み
な
み
ふ
ら
の
」
は
、

昭
和　

年　

月
に
第
１
号
が
発

３０

１２

行
さ
れ
て
か
ら
、
今
月
で
６
０

０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
そ
の
節
目
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

第２００号号（昭和４８年９月発行（昭和４８年９月発行））
当時の人口：５，８１９人
世 帯 数 ：１，７０２世帯

第１００号号（昭和３８年９月発行（昭和３８年９月発行））
当時の人口：９，８５９人
世 帯 数 ：２，１７１世帯

広報みなみふらの№600１１

表紙の題字「みなみふら

の」は、昭和50年4月に発行

された第218号から使用し

ており、当時の広報担当で

あった大宮助役が作成した

もので、現在も使用してて

います。

ま
た
、
昭
和　

年
と　

年
に

36

37

大
規
模
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
「
南
富
良
野
防
災
計
画
」
が

策
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
5
ペ
ー
ジ
に
渡
り
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

昭
和　

年
1
月
発
行
の
第
1

40

1
5
号
か
ら
は
、
名
称
が
「
広

報
南
富
良
野
」
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

昭
和　

年　

月
に
発
行
さ
れ

42

11

た
第
1
4
2
号
で
は
、
開
町　
60

周
年
と
町
制
施
行
記
念
式
典
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
、
全
町
民
で

盛
大
に
お
祝
い
を
し
た
様
子
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
の
念
願
で

あ
っ
た
テ
レ
ビ
中
継
局
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
）
が
金
山
と
幾
寅
に
建
設
さ

れ
、　

月
か
ら
放
送
が
開
始
さ

12

れ
る
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

第
2
0
0
号
は
、
昭
和　

年
48

9
月
に
発
行
さ
れ
、
道
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
の
選
手
の
活
躍

し
た
様
子
や
町
内
児
童
生
徒
水

泳
大
会
の
内
容
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和　

年
か
ら
広
報
紙
は
、

55

毎
年
1
月
に
発
行
さ
れ
る
新
年

号
の
表
紙
が
、
カ
ラ
ー
印
刷
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
3
0
0
号
は
、
昭
和　

年
57

4
月
に
発
行
さ
れ
、
昭
和　

年
57

度
の
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
審

議
す
る
町
議
会
の
様
子
が
掲
載

さ
れ
、
当
時
の
楯
大
亮
町
長
の

予
算
編
成
方
針
内
容
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
町
の
予
算

は
総
額　

億
7，
9
2
5
万
7

28

千
円
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
3
0
0
号
を
記
念
し

た
特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
町

民
1
5
0
名
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
4
0
0
号
は
平
成
2
年
1

月
に
発
行
。
新
年
に
ち
な
ん
で

出
初
式
や
成
人
式
、
子
ど
も
会

カ
ル
タ
大
会
な
ど
の
様
子
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
落
合
地
区
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
多
目
的
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
そ
の
概
要
と

落
成
式
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

平
成
4
年
4
月
に
発
行
さ
れ

た
第
4
2
9
号
か
ら
は
、
広
報

紙
に
2
色
刷
り
が
導
入
さ
れ
、

「
太
陽
と
森
と
湖
の
ま
ち
」
に

ち
な
ん
で
、
各
年
ご
と
に
、
橙

色
、
緑
色
、
青
色
の
順
番
で
印

刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、

平
成
2
年
に
制
定
さ
れ
た
「
町

民
憲
章
」
が
表
紙
に
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
間
広
報
紙
は
、

Ｂ
5
判
で
発
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
6
年
4
月
発
行
の

第
4
5
5
号
よ
り
現
在
の
Ａ
4

判
と
な
り
ま
し
た
。

第
5
0
0
号
は
、
平
成
9
年

　

月
に
発
行
。
こ
の
号
で
は
、

11平
成
9
年
度
の
上
半
期
の
財
政

状
況
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
予
算
総
額
は　

億
8，
1

71

4
7
万
6
千
円
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成　

年
8
月
か
ら
は
、
そ

13

れ
ま
で
の
月
1
回
の
定
期
発
行

の
ほ
か
に
、
町
の
行
事
や
役
場

か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
集
約

し
た
広
報
み
な
み
ふ
ら
の
「
お

知
ら
せ
版
」
を
毎
月
1
日
号
と

　

日
号
と
し
て
月
2
回
発
行
し

15て
い
ま
す
。

以
上
、
広
報
紙
の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に
南
富
良
野
の
様
子

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
今

ま
で
取
材
な
ど
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
6
0

0
号
を
節
目
と
し
て
、
さ
ら
に

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

今
後
も
歩
み
続
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�第４３０号号

�第４５５号号

�「お知らせ版」第1号

�第１４２号号

第４００号号（（平成平成２年１月発行２年１月発行））
当時の人口：３，７００人
世 帯 数 ：１，３５５世帯

第５００号号（平成９年１１月発行（平成９年１１月発行））
当時の人口：３，２９６人
世 帯 数 ：１，３１４世帯

第３００号号（昭和５７年４月発行（昭和５７年４月発行））
当時の人口：４，３１４人
世 帯 数 ：１，４６８世帯


